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1 •特にま意しでし、ただきたいことほきのために必ずお守りくださし、) 


この取扱説巧香およびお品への表示では、お!品を安全【こ正しくお使いいたださ、あなたや化の人々へのを害や財産への 
損害を未然に防止するためじ、いろいろな給表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになっでいまず。内容 
をよく理おしでから本文をお読みください。 

化 この表巧を無視しで、誤った巧0扱いをずると、人び巧こ、重傷を負ラす能巧、または义おの 
胃 a 巧能性び想定されるの容を示していまず。 

みき この表示を無視しで、誤った巧り巧いをずると、人がお害を負ラ可能性や物的損害の発ちが想 
パ/胃定される内容を示しでいまず。 


絵表示の例 A 么記号はを忌をほす巧容びあることをちげるちのです。 

図の中に具体的なま意の容(左図の場合は一版的なを意)びおかれでいます。 

( S 記号は禁止の行為であることを告げるをのでず。 

\8/図の中やお房に具体的な禁止内容(を図の塌含は巧ソリン禁止)びおかれてレます。 

^ 〇記浸は巧為を指示するの容を告げるをのでず。 

图の中に具体的な指示内容(左因の場ちは覃源プラヴをコン t ントから巧いでください)がおか 
れでいます。 


A 


_ 乂警告 (WARNING) 


•ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の島い巧は、絶巧に使巧しないでください。 
义がの原因になります。 


•給排気筒（管、ホース）外れ危険 

繪が気筒（管、ホース）び外れたまま使巧しないでください。 
がれでいると運転中にがガスび室のにちれで、なおです。 


•給排気筒トップ閱そくを険 

读雪が多いときには、おが気筒トツプの周りび雪でふさびれでいないことを 
お認しでください。ふさがれでいるときは、瞭 S しでください。 

また、板などによる「雪面い」は給が気の巧げじなるのでおやめください。 
__閉そくしでいると運お中に排方スが室内にちれで、危険です。_ 

•給排気筒トップには金網などは付けない 

給が気筒トップには、をよけのためのを網などは巧けないでください。 

給排気の巧げになり、異常燃巧を起こし巧ガスび室のに漏れる巧能性 
があり危検でず。 

♦巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾巧には使巧しないでください。 

巧類び落てしで义びつき、乂災の原困になります。 


•温風吹出口をふさがない 

巧類、紙などで温風の出□や空気取入□をふさびないでください。 

衣類、紙などで/をさぐと、义災の原因になります。 

•スプレー吿厳禁 ' 

スブレー左や力 t ットこんろ用ボンベなどを、温風のあたるところに巧担し 
ないでください。 

熱であの足力び上びり、矮発しでち孩です。 


•低温やけどに注意 

長時間巧唐の同じ場所にがれないでください。 

比較的おい温度でち巧温やけどやお水をがの原因となります。 
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A 注意 (CAimoN) 


参カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいものをおづけないでください。 ( y ，こ^ 

乂災び発生するおそれ力ずあ0ます。可燃物との離隔距離についでは ^ 

標準据え巧け図例 （3 0 ページ）を参照しでください。 _ _ ^ _ 

•給油時消乂 ->4/^ ^ 

給'泣は、必す消火しでからおこなっでください。 I 

义災のおそれびあります。 

♦油漏れ確認 ^ を >づ| し 

油タンク-ゴム製送油管-接台部および機器などからの巧'巧漏れびないことづム裂筋曲管 
を確認の上ご使用ください。巧'油び漏れでいると乂災のおそれびあります。 

♦異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは使巧しないでください。 (づ 

異常燃焼のおそれびあります。 I I 

鲁温風に直接あたりない 

湿風に直接長時間あたらないでください。 

ほ温やけどや脱か症がになるおそれびあります。 

•高温部接触禁止 

燃焼申や消义直をは、高温部、おが気筒、給が気筒トップ、粹上部じをなどふれないでください。 
けどのおそれびあります。_ _ 

•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、 やけどのおそれがあります。 1 » I 

•分解修理 © Si 

放障、破損したら、使巧しないでください。 

不完をな修理は、危険です。 

鲁腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器のが障や、 

やけどのおそれびあります。機器の上に巧びんや水を入れたちのなど 

を置かないでください。水がかかると漏電や故障のおそれびあります。__ 

•改造使用の禁止 

改造して使用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床暖房相の熱交換器などを巧0巧けないで<ださい。 

义巧やが乃スカぶ室のにちれる原因となり危模です。___ 

隹電源コ~ドを傷めない . 广，^ 

電源〕ードに無巧な乃を加えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグをあくときは、コードを持っで引き抜かないでください。 

义災や感電の原因になります。__ _ __ 

参電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラクはコンじントに根元まで確実に差しこんでください。 Mh 

また、傷んだプラグやゆるんだコン t ントは使用しないでください。乂災の原因 
になりまず。めれたまでのおき差しはしないでください。感電の原西になります。^ 
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1 •特にま意しでいたださたいこと（まをのために必ずお守りください) 


_ 么ま意 ( CAUT ION ) 

参長期間使用しないとをは電源プラグを巧ぐ 

長期間使巧しないとき又は保售するときは、必す巧源プラグをコンじントから巧いてください。 
乂災やホ想しない事巧の原因となります。 

•電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及びを属物を除去してください。 

ほこりがたまると湿気などで絶縁不良じなり乂がの原因になりまず。 



•巧油の保管 

なミ由は、乂気、雨水、ごみ、高湿および直射曰がを避けた巧?斤にな管しでください。ガソリン 
などといっしよに保普しないでください。 

誤つで使巧すると異常燃おや乂巧のおそれびあります。 



•変質灯油禁止 

変賢なミあ、不热灼迎（巧れた巧'油、かの混じっているの油など）を ffi 巧しないでくださし、。 
異常燃焼のおそれびあります。 


0 


•シスターンの水位にま意 

循環かはかしすつ霖発しまず。 

1ヶ月に1◎程度は、シスターンタンクのが位び規定水位にあること 
をお認し、不足しでいる误含は補巧液を補給しで<ださい。 

上限水位な上は、入れないよラを意しで<ださい。 

(巧おパネルを接続しない場さは、循巧がは不夏でず。） 



下限 



•カーぺットのはがれにま意 

力一ぺツトがすれたりめくれたまま使巧しないでください。 
巧パネルに直接 M れるとやけどのおそれびあります。 



•循環液（循環か-不ま液）の保管にミ主意 

幼巧の手の居かない巧(こ保管しでください。 

巧 一、 巧んだ巧合には吐かせで、医師の該銜を受けでください。 


•給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給が気筒トツプのちくに、な巧や巧燃物など引义のおそれのあるをの 
を置かないでください。乂災のおそれびあります。 



参指や棒を入れないで 

温®吹化□や空気取入れ□などに指や異物を入れないでください。 

クガや义災の原因になりまず。 

•巧めてお使いになるときのミ主意 

初めでお使いになるときは、耐熱逢料などび焼きなくまで煙と莫いび出ます。しばらくの間、 
窓をあけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、ル鳥やル動物などに影智ずる場合び考えられますので、この間は部屋に入れないでく 
ださい。 


0 
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' お願い ( NOTICE ) > 

•機器を廃棄ずるときのを意 

ストーブを廃棄処分するときは、定油面器の巧油を 
巧きとっでください。 （21 ぺージ） 

巧巧を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思ね 
め事がになるおそれがあります。 

\_ 

•巧油の廃棄 

ななの廃棄処分は、な'油をお貢い求めになつた販売 
店にご相談 < ださい。 

J 


m 


•使巧する場所 


ストーブをまをに使用するためには、場所の選定力ず大のです。 


安全に使巧ずるために 



►マントルピースなどじは据え巧けないでください。 


>標高び1000 m を超える高地では使巧しないでください。 
/空気の農度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足し、 

I まず。 


巧)柔的に使用するために 



游 


/で 

気 


み 


►冷気の入ってくる方向、例えば窓側などに置くと、冷気が 
ス I -ーブで暖められで巧流しまずので、効果的です。 


出入己なだ米顯演嚴若た這は S ぶつか多と穆膜でず怒を 
ぶけで.嫌錦'…、… 


♦部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を似びけましょラ。 

ストーブの瓣曆に陳を朔が較ると、绒垂が潑瘡に載らかを蒙る嫌が0をなもぶく觀 I 蘇較朵っでスト与:?)？ 1 S 難姨識桌 

が上舞‘しで稳險 すす。 '' '''''' ''•；：：：■■'：*■■：•. ;,"ぃ..: . 

傑巧煽熟に!ま十か議惠1/で熟篆銜起读巧も茫くだをい。.'.にお班::' 
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编聚涂霖蒙隶ラ装馬纖 ) s 


床温調節ボタンで設定した床温を表示し 
ます。 

床暖房運転時に点なします。 

左から3個目のランプび点巧したときは 
適温設定になりまず。 


mmmmm) 


通常は現在時刻を表示します。 
タイ7—運転時はタイ7—たツト 
時刻を表示します。 


設定床温 


時計 


お. 高! 

to 0 〇 Q 〇 〇 0)1 




'設定塞竊蒙栽纖麗 


室温設定ボタンで設定した室温をデジタル表示 
します。 

ストーブにトラブルび発をすると、トラブルの 
状態び記号表示（モニターサイン）されます。 


タィ7 — 


設结 


窗 " 

牌 

B 

♦ 

♦ 

♦ - 

n n 
u u 

L_—_ 1 / 


室温 




(? 運転 


-〇サポートヒーター 


タィマ- 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 


mmt 


サポートヒータ運転 
中は点なします。 
サポートヒータ運転 
停止中は消なします。 


タイマ~表衆ランブ《綠） 

タイ7— 運転中は点なします。 
タイ7—達括厚止中は消巧し 
ます。 


冷た-ブ蓮転 



おお表おう:^プ(緣3 


忆ーフ''運転中は点のし、解除 
すると消のします。 

き温設定を10で （ F 点設定） 
にすると自動のに它ーブ'運転 
になり点なします。 


ミ.:::;点ぶ％ 


，運較スイッチを押す （■) 
と点巧します。 

-ちラー度押す （ 1 ) と消0 
します。 


mmrnmm 


巧す （■) と運転（点乂） 
します。 

ちラー度巧す （ 1 ) と消义 
しまず。 











































































オープンボケット巧操作部の咨称と働き 


■オープンポケットの M 閉 

•才ーブンポクツトを軽く巧しこむと、ゆっくり出できます。揉たを轻く巧しちどすと□ックしで止まります。 



■探作音についで 

•揉たボタンを巧すとピッと音びします。 
•誤操作をするとピッ音が2◎します。 



mm 


















































燃料は必ずな巧 （ J 旧1暑巧巧）を使用しでください。 

•IA 警告 I ぶソリンなど揮発なの高い ' 油は、乂がの原 a にな0ますので絶巧に使し 
ないでください。 

• 应ま氯 変質な油、ちれた巧油、かの混じっている巧 ' 油などは、絶巧に使用しない 
でください。 

巧巧は、必ず乂気 - 雨水 ♦ ごみ - 高温及び、直射曰光を避けた場所に保管 
しで < ださい。 



■お巧の隐のま順とを意 


参送巧バルブを閱じで給'逆□ふたをはずし巧版の給油器具で巧;'由を給油しでください。 

油量計の針が「滿」をさしたら給油をやめでください。 

•給'ぶ□ふたを必すちとどおりに締めでくださし、。 

•給'油の隙に、水、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 

■お巧□ふたは、巧実に締めでください。 

■こぼれた打巧はよくふきとっでください。 

■燃料のれのま意と空気巧まの方る 

巧タンクを空にしないよラにま意しでください。 

ミ巧タンクをいったん空にしますと、送油経路巧に空気びたまり、正常に送迪びできなくなることびありまず。このよラ 
な場さには次の順揉で空気巧きをしでください。 

1. 巧タンクに給油しまず。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送油管をはすします。 

3. ゴム製送お管から巧が連続しで流れ出ることをおかめでから If ム製送ミ由管ををとどお 
りにスト-^ブに取り巧けます。（巧がこぼれないように容器を巧意しでください。） 





運振開始前の準備とお認 


■安を装置のじット、取扱上の注意 





初めで使巧するときやシーズンのめには、ストーブ正面ち下の定ミ由面器リたットレバー 
(黒色）を在ち向に止まるまで巧しでください。 

ミ# jj ) なかわレノトは据え巧け時やシース:シがめ(こ溪作し琴す。お浦面器 C 強い載 
をを毎えた巧異をがおったと愛ながは、特に揉作する赠要はありません。;,. 

巧一、魚义揀が後な滋がホすにモニ多-サイン E 2 び表巧され凌ような場苟 ま、、 
リなットレバ^を據しでくだ S い々 、; i 
(安条拜がはすれ、巧迸がタムースに滤れ索ず。） 

.參リたットレ/卜な巍累に錢〇たり、棘したままのが總には證おにしない巧くだ 
寒撫 
































運較開始前の華備と確認 


■送が経おのがちれの》認 

•巧タンクや送油管の接合部などから;'由ちれがないかどラかお詔しでくださし、。 


♦ IA ミち意 I 電源プラグをコンたントに巧の根元までお実に差しこんでください 
•覃源コードび給排気筒などの高湿部にふれるおそれのないことをお誘しでくださし、。 


0 


導琴寒 


■巧化(アース)の巧斑 

参工事説巧書にしたがい、接地（アース）がとられでいるかどうか巧認しでくださし、。 


■点义の要領とま意 
巧お切巧スイッチのたット 

ストーブ単狂!で運乾する場含は「ストーブ単な」に、ストーブ巧暖房運転をおこなラ巧合は「ストーブ床暖房 J に、床 
暖の換スイッチをたットしでください。床暖の換スイッチのじットは運転開始前におこなってください。 

•ストーブ床暖房で運転ずる场貪 •ストーブ単搜で運おずる場さ 



12^ま意 I ストーブを側面の水位計で、シスターンタンクの規定水位（上 
お水位と下限水のの間）まで循環水（コ□ナホ暖房巧循巧液）び入ってい 
ることを確認しでください。循環水び入っでいる場さは黄ちになります。 
循預がは上限が上入れないよラを意しでください。 

水のぴ下限が下のおさは、巧暖房専巧な巧液を入れでください。 



•ストーブ巧部や温か配管接さ部から水ちれびないか確認しでください。 

参床暖パネルの温水配管の途中にバルブを取り巧けた場ちは、必すバルブが開いでいることを確頭しでください。 
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■運おかに巧お切換スイツチを操作した場ちのを意 

むやみじ、ストーブ単独^ス I -ーブ巧暖房にのりかえないでください。循環かのつまりの原因になります。 

♦ I スト寺づ學熟^スド帮葬賴»8§ •••自動のにいったん消乂しで、約10分後に再点乂し、ストーブ床暖房運転を開始し 
ます。そのとき、「ジユ ー J という循環がの蒸発音び発をすることがありまずび異常ではありません。 

♦ 巧巧写巧^み常？^^^ Pl STr •運起はそのまま継続します。しばらくしで r ジユ ー J といラ循環かの蒸猪音びし 
まずび異篱ではありません。 


5 .使用方法（使い方) 


運稳開始（お W 


•オーブンポクット内の乂力調節つまみで「自動運転 J と r 手動運転 J び設定できます。 
ご希望の運転ち法でご懂巧ください。 


^点义順巧） 

■ストーブ义力調節 r 自動運拓 j の場台 


自動！ま動乂力調節 
微かか中 大 



•乂力調節つまみを「白動 J に合わせでください。設定室温と部屋の状況に応じ 
た义力で燃焼します。 

(ストーブ义力調節「ま動運転」（微少〜大）の場合は、义力調節つまみの設定 
乂力で燃焼します。） 

>院計合せは 1目ページ 「現を時刻の調節方法」を参照しでおこなつでください。 
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運拓ランプ点な 
設定室猛表示点な 
設定巧温表示ランプ点な 
お巧巧送風機まわる 


‘ル巧*流出 
巧流用ち風なまねる 
お環ポンプ作動 




設定室湿と部屋のが巧に瞄じた 
义力になる 
リニアダンバーた動 
床暖温度調節の設定庆湿になる 
よラに、白動調節される 


1 ， 時刻表巧び環を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポケット巧の床暖切換スイッチを r ストーブ床暖房」に含ねせで 
ください。 

3. 運転スイッチを押しで「入 J にしでください。 

自動的に、次のよラに運転 (予備燃焼•本燃焼) しまず。（ストーブ火力 
調節「ま動運転」（微か〜大）の場合は設定き温の表示はありません。） 
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を拉 

•入‘の Ii 



X そ備燃焼後約 2.5 分間、乂のは中乂力になります。 








運転開始（点乂) 


※そ備燃焼を約2>5分間、义力は中义力になります。 



f ストーブ•巧お切挺！ 


運お iiii ; 


3) 入 J 

こ—夕— 


時刻表示び現在持刻をま示しでいることを確認しでください。 
オープンポケット内の巧暖の換スイッチを「ストーブ床暖房 J にさ 
ねせでください。 

巧おスイッチを巧して f 入 J にしてください。 

オープンポケット巧のサポートヒータスイッチを「入」にしでくだ 
さい。 

自動的じ、巧のよラに運起（そ備燃焼•巧燃烧）します。（ストーブ 
义力調節「手動運 fcj (微か〜大）の巧をは設定室湿の表示はありま 
せん。） 


■ 巧ちスイツチを巧ず 
■ サポートヒータスイツチを r 入 J 
にずる 


• 巧后ランプ点の 
I 設定室を表示点な 
• 設ま床巧ち示ランブなの 
■ な巧巧を巧がまわる 
■ サボートヒータ a をランプ点0 

■ ルな■流出 
■ 巧流巧を巧おまわる 
• お巧ポシブホ® 


] •設定室盈とが屋のが巧に巧じた 
■ 义力になる 
‘リニアダンバー巧哲） 

• 床巧巧巧拥巧の設定床巧になる 
よラに、リニアダンノ X —及びサ 
ボートヒータ出力び、白動的に 
樹がされる 

• サボートヒータ巧ち_ 







1 . 時刻表示が現を時魏を表示しでレることをお誘しでください。 

2. オープンポケット巧のサポートヒータスイッチを「入 J にしでくださし、。 
自動的に、なのよラに運おします。 




:—夕— 


■ サボートヒータスイッチを r 入 j 
_ j こする__ 

‘サボートヒータ a 坛ランプ点の 
’設定床お表示ランプなな 
サポートヒータ巧お 
循環ポンプ作動 
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•運おスイッチを巧す 


‘運転ランプな巧 
-設定室温表示お巧 
• が焼巧を風錢まわる 


’かな重流出 
‘巧流巧送風なまねる 


-設定室温と部屋のが況じ応じた 
乂でになる 


※予備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力になります。 
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を職綱觀漏護 
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麵|* 黯 iiiliaiiilii ■圍 

巧舞呼:'命、吟^ r 、 - ' タド:气.喷嚴 S 黯辛评離輪.去暴黯!堂 SilS 赛 ii 黯 


歐雜纖觀薦ぉ 
f ストーブ•床暖の換 1 

I 必化胆 I 
床暖 L ® m 


1 . 時刻表示が現な時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オーブンポケット巧の床暖の換スイッチを「ス I ブ単独」じ台ねせでくださし、。 

3. 運転スイッチを巧して「入 J じしでください。 

自動的に、次のよラに運転（予備燃烧•本燃焼）します。（ストーブ义力諷節 
「寺動運起 J (微か〜大）の場合は設定室遍の表示はありません。） 




き温の調節（自動運転> 


才ーブンポケット巧の义力調節つまみを「自動 j に合わせると、ル^-ムサ^モによる自動運転となり、設定室温に目動 
調節されまず。 

表示部に設定室温 （24 で）び表示されますのでなのよラに調節しでください。 

室温設定ボタン[高め」を巧すたびに1で上昇します。 

(上限29で） 

「低め J を巧すたびに15でまでは1ですつ下びり、15でから 
はいきなり10で （ F 点設定）となります。 

1〇で設定の場合は t ーブ運お表示ランプび点巧し、じーブ運乾 
となります。 

|^設定室温を15でが上に上げると t ーブ運お表示ランプが消^| 
^え、目動のに解除されます。 ノ 















































































ストーブ乂で調節「自動 J 運お時(こ、微少乂力でち室温か 13定室温より上昇する場台、設定室温より約3で上昇すると 
自動のに消乂し、設定き温まで下びると点乂動たじ入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため语ぎを 
防ぎます。 

•室温設定ボタンによ0巧望の室温設定を、 t ーブ運活ボタンを巧しでく 
ださい。 

じーブ運転表示ランプび点なし、たーブ運転となります。 

• t — ブ運転ボタンを巧度巧ずことによりたーブ運起表示ランプび消え、 
たーブ運転解巧となります。 


ジとブ DPffi (ま動—調節^ま動運お) 



き温設定による自動運おの化に、义力詢節つまみによるま動乂力調節び巧能です。 
次のよラにしでください 



•オープンポケット内の义力調節つまみを「微か」から「大_! 
の間のご希望の位置にさわせでください。 

表示部の設定室温表示びおえ、そ偏燃焼び終了ずると約2,5 
分間义力は中乂力になり、その後は义力調おつまみの設定义 
力で燃焼します。 


■がのがお 

ストーブの据え巧けやおが気筒の設置を件で、炎は夕少を化します。 



巧暖パネルの溫度調節 


ストーブ床暖房運お、サポートヒータ運お、ストーブ床暖房•サポートヒータが巧運転のいすれの場さち循環水び設定 
'温度になるよラに、自動的に温度調節されます。又、設定巧温表示ランプに快適マークびついでいます。快適マークは、 
床暖パネルの力ーペット表面をほぼ33〜34で（床暖パネル3»の揚ち）に巧つ循環水湿度を示します。ご参考にされ 
ると语利です。 
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1. 特に温度設定しない場合は、自動的に快適7—クのの苗（設定床湿 
表示ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

2. 巧湿調斯ボタンを巧すと巧のよラに床湿調節でさ設定床温表示ラン 
プをあ動点'なします。 

•「低 j ……1◎巧すたびに設定温度を6で下げ、ランプ表示が 
を測へ移動。 

•「离 J ……1回巧すたびに設定温度を6で上げ、ランプ表示び 
ち側へ移勤。 

議麵ミ麵讓寒費謹 




















f お义順巧") 

I ストで:::^ 場画濯霧1言お 苗 な鑽鷄澤曝 



運転スイツチを押しで r の」【こしでください。 

運賠ランプび消た[します。 

燃焼きがちがすると自動のに燃焼巧送風機、巧流巧送風機、循環 
ポンプ（ストーブ巧媛房運転のみ）か'停止し、時刻表示が巧のす 
ベでのランプび消なします。 


サボート t ータ運乾 i 



サポートヒータスイツチを「切」にしでください。 

サポートヒータ運転ランプ、設定巧温表示ランプがお巧し、同時 
(こ、サボートヒータ、循環ポンプび運転を停止します。 


g お^ブ巧獎璋 •サが心卜 起黃终併巧駕が 



運転スイツチ、サポートヒータスイッチを[の」じしでください。 
運転ランプ、サポートヒータ運転ランプび消なし、サポートヒー 
夕が’運おを停止しまず。燃烧室び冷却すると、自動のに燃焼巧送 
風機、巧流巧送風機、循環ポンプび停止し、時刻表示ががのすべ 
でのランプが消のしまず。 

サボートヒータスイッチののり忘れにま意しでください。 


義 [么ま 意 1 么自な上家をあけるなど巧お Mffi 巧しな U 靖食は、巧巧が 霖 をに停比しでかを誦霖巧 ミ隸嚴 3 




シおシトから巧いでくおさい。 

尊が化のときは、必す遠稳を淳止（消火）しでください 

寒讓叛婷比を、燃焼巧送愈機が停让ずる麥すは巧源ブラグを抜かないでぐださい。ちし狡きまずと、ガ劈夕巧爲がく 
をったり、ストーブの表歷證度がよをし葬ず。 


消义後、再点义するときのま意 


•燃焼中に誤って電源プラグを巧いたり、運拓スイッチを「の J にずると、再点义安を装置の働きで、ストーブびお却 
されるまでの約2分間は再点乂できません。 

ただし瞬間的なミ肖乂操た（約1秒似巧）の場合は、そのまま燃焼び継続されまず。 

•停電時には、必す運転スイッチを「の J にしでください。 































1. オープンポケット巧の時計調節スイッチを r 時計合せ J じします。 
はじめで使巧するとさや、 巧 源プラグを長時固巧いたとさは、時刻表示 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の「時 J • r 分」ボタンを巧しで現な時刻を合わせまず。 


例：午前6時巧分じさわせる場さ 

① r 時 J ポタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 ③ r 分 J ボタンを巧しで"午前6 :1日"にします。 


時 C 


〇分 

卜 

お 

、 


時 ft •タイマー 

す前 L 6 川な 


時 () 


逆 

r 




時計•タイマー 

午前台 1: /S 



3. 必す時計調節スイッチを「通巧」位垣にもどしでください。 

(時計は、時計巧節スイッチを[逸常 J 位置にちどした時なから動さ始め 
ます。） 



タイ7—の使用方法 


■适拓時刻の含わせ方 



1. オープンポケット巧の時計調節スイッチを r タイマーさせ J にします。 

2. 時計現節の「時 J ♦ f 分 J ボタンを巧しでタイマー点乂時刻をちわせま 
す。「分 J は5分ごとに動きます。 


例：午前6時如分に合わせる巧さ 

① r 時 J ボタンを巧して"午前6 : 00"にしまず。 感 r 分 J ボタンをがしで"午前6 : 30" にしまず。 
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これでタイマーじツト時刻び記憶されました。 








時計-タイマー 
[ft if I 通も々イマ- 


3. 必す持計調節スイッチを「通萬」位置にもどしでください。これで時刻 
表示には現を時刻び'表示されます。 


■タイ 7 —運お方法 
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1. 運おスイッチを押しで「入 j にしでください。 

(燃焼中の場台はそのままです。） 

2. 運おするとさのご希望のき温又は、义力に台ねせでください。 

3. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に合わせてください。 


(ストーブ床暖房運転のみ) 


4. タイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマー忆ット時刻が表示され、タイマー表示ランプび点好 
し、タイ7—運転に入ります。 

(このとき、燃焼巧送風機が10分間運転しますび冥常ではあ0ません。） 


ザ麵 i 疆香を覇猿 



1, オープンポクツト巧のサボートヒータスイツチを「入 J にしでくださし、。 

2. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度にさねせで<ださい。 

3，タイマーじツトボタンを押しでください。 

時効表示にタイマーたツト時刻が表示され、タイマー表示ランプが点巧 
し、タイマー運転に入りまず。 
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1. 運おスイッチとサポートヒータスイッチを「入 J にしでください。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運転するとさのご希望の火力にさねせでください。 

3. 床温調節ボタンで、巧暖温度をご希望の温度に台わせでください。 

4. タイマー t ットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマー t ット時刻び表示され、タイマー表示ランプ 
び点巧し、タイマー運おに入ります。 

I このとき燃焼巧を風機び10分間運転しますび異常ではありま^ 

I せん。 I 


•タイマーじツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじツト時刻び表示され続けます。 
•運転中(こタイマーたツトボタンを押すと、ストーブは自動消乂し、運転を停让します。 
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タイ 7 —の使巧ち法 


■タイマー逢おの巧お 


^~ Pi —^ 

タィマ r ! で j ジ 


鲁タイマ—セットボタンを巧しまず。 

タイマー表示ランプがおなし、時刻表示に現在時刻び表示され、タイマー 
運起び無おされまず。 

参このままであれば自動のに運おを開始します。運おを径止する巧合は、運 
起スイッチ（サポートヒータ運おの场台はサポートヒータスイッチ）を 
「の J にしてください。 


■タイマーたツト時刻-現在時刻の巧留 


時計-タイマ~ 



現を時刻のお認 


時計-タイマー 


時計) 

ぉ就タィト 

合せ^ 

させ 



タイマー它ット時刻のお認 


の時計調節スイッチを r 時計音せ J 又は f タイ7 
一含せ J にさわせます。 

③現巧時刻又は、タイマーた、ジト時刻び時刻表巧 
にま示されまず。 

③確認を、時計調節スイッチは、必す[通常」位 
ちにちどしでください。 


モニターサインについで 


ストーブにトラブルび発ちすると、トラブルのが態が設定ま温表示に記号表示（モニターサイン）されまず。 

この场さ記号表ホの巧容を、ストーブ左側面に巧刷されたモニターサインー裝表、または 25〜26ページ 「巧障•異常の 
見分け方と処坦方法 J をごちのラえ、お愛な処■をしでください。 


〈モニター t 

トインー宾表> 

モニター ヴイン 

異巧がお 

に夕-サイン 

異常が腹 

に夕-サイン 臭常状態 

£ 1 

途中 消乂 

EA 

燃焼巧を巧お異な侯出 

P 5 畐板 不良 

£2 

不 《 义 

EC 

ルームサーモ短お 

F 1 

熟交サーモが動1 

E 3 

巧 巧た 動 

EE 

停止時ポットちをあが 

F 2 

巧温サー S スタが綜 

E 5 

挑気爸巧けお巧作動 

EO 

機巧サー=スタ作動 

FC 

巧溫サー S スタ短絡 

E 6 

ルームサーモ断綻 

P 1 

ポットそな不足 


E 7 

E 9 

安をサーモ巧お） 
巧 巧 

P 2 

ポット湿度ほ下 

P 3 

ポットち巧お满 

E 8 

疑做义 炎 

P 4 

不消乂 (消乂時间がちい） 


使用上のを意 


巧暖パネルの温度調節 


•床暖の温度調節は、足元（床おパネルの表面温度）の温度現節のため、部屋をかの温度現節ではあ0ません。 
カーペットの表面び熱くなりずぎないよラ使巧湿度には十分ミ主意しでください。 


循環がの凍結そ巧（循環液の注入) 


き巧地だけでなく、暖かいが域でち凍結す防及び廣食ホ巧のために、必ず循巧液を入れでください。 

•循巧液は必すコ□ナ床暖房巧循巧液（別壳品）をご使巧<ださい。 ffi の不凍液を使巧した0、おちしたりするとお湿 
の寿命び短くなります。 

•お環液は3年を目安に入れかえでください。（閒封した循巧液ちまむ） 


結露水の処理 


•排気管に結涅かびたまった場ちは、お買い求めの販売店に点巧を巧おしでください。 







使巧上のミ主意 


本書の r 特にを意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください)」の他に、次の厦目についでちミ主意しでく 

ださい。___ ____ ... ___ 

•上面乃ードは、化霞などによりす燃物び落下したとさなどに乂巧を防止ずるためのをのです。やむをえす取りはず 
した場含は、必すもとの状態に巧りがけておいでください。 

♦クリ_ニング巧、美容院などの化耸薬品を使ラところや温窒、飼育室など、動植物の胃成栽培に使巧しないでくだ 

さい。 ~ 

参雷び発をしたとき、蜜（誘導雷)により一時的な過電圧びかかっでち、過電旺巧止装置び機器を保護するしくみに 
なっていますび、大きな雷（直撃雷など）の場合は、電子部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ンたントから巧いでください。 _ 


6 •を全装置 


このス I ブには次のよラな安を装置びついでいます。 

すべでの安を装置は、異常が取り除かれでち再度点乂摸たをしなければ運転は停止したままです。 


^安を装置_ 

巧震白動消乂装置 
at JI 表示） 


点乂安全装置 
燃焼制御装置 

(フレーム□ッド） 

(E I 表示 ] EE 表示 ) 

\ (途中消乂）（不着乂） j 


停電まを装置 

/ £3表示が5表示 、 i 

(30 砂が上） , 1抄 Ui 上'， I ! 

\ 130抄未満/ / 


過熱巧止装置 

•巧をサーモスタクト85で 

( T 1 表示） 


原因-作動結栗 


• 強い巧聲や衝撃を受けたとき 

ク 

，モニターサイン圧51表示 
<自動のに消义 


♦点义 S スをしたとさ 
•透中失乂をしたとぎ 
•おび異常に小さいとぎ 

ク 

-モニターサイン rro 表示または 
L £ と!表示 
-自動のに消乂 


♦停巧したとき 

•電源プラグび巧けたとき 

ク 


• 通電をモニターサイン [ EIJ 表示ま 
たは励表示 
‘有動のにお乂 


♦ 巧流巧送風機のフアンガードやスト 
ーブのを面びふさびつたとき 
•ス I -ーブの前面に障害物などびある 
とさ 

ク 

-自動のに消乂 

-ストーブび巧®されたをモニターサ 
インピで表示 


処置ちま 


• ストーブの周巧に異寓びないかお誘 
し、点乂操作しでください。 

(巧展白動消乂装雷は作動を§動的 
に它ツトされます。） 


♦ 日常の点お-手入れ( の〜24ページ 
参照）をしでから点义操巧をしでく 
ださい。 

•なおを異常びある惕さは、お質いホ 
めの販売店にご相談ください。 


• [ fU の場合、時計などのたットを 
してから、点乂操作をしでください。 

• 匹を]の場含、通電後な乂操作をし 
て < ださい。 

• 電源プラグを確認しでください。 


■原因を取り除いてから点义摸作をし 
でください。 

■処置をしでち繰り返し作動するとき 
は、いったん運転スイ、ジチを押して 
「助」にし、販売店に連綻しで<ださ 
い。 









装置の名称 

原垣-作動結果 

処垣方ま 

再点乂安を装置 

■消乂ちを、再な乂巧たしたとぎ 

ク 

* 約2分聞のちがをでないと点乂動た 
に入らない 

/ •の2分巧おを、自動のに点义動、 

\ 作を巧始します。 ) 

排気管换けお巧装垣 
(f 5表示） 

• が巧 S の接続巧がはずれたとき 
• が巧芭巧け検巧用リードおがはすれ 
た0、断線したとぎ 

ク 

- モニターサイン Lfsj 表巧 
•ス 1 -ーブの巧おを傳止 

• 給が気筒および挑巧管の接続部に、 
はすれ-ゆるみがないかお致しでく 
ださい。 

• が巧普巧けお巧巧リードおのゆるみ 
または、はすれ-のれがないかお赛 
してください。 _ 

ぷ 離け 劇 刖-ド 宿 1 

燃焼巧送風機巽常 

検出装运 

( L £ 站 表示） 

♦ 回おがが冥巧にほ下したとき 

ク 

•モニターサイン Ifg 1 表巧 
•ス1ブの運拉を巧止 

■異常ほ下の原因を取り除いでから点 
义操作をしで < ださい。 

• なおもち巧びある場をはお男い巧め 
の販壳巧にご巧联ください。 

過電流防止装ち 
(表示部を消な） 

•巧部品なのショートによりお巧流び 
流れたとさ 

ク 

流ヒューズがのれ、すべでの适お 
を停止 

•お巧レ求めの販売店に慘巧を巧顯し 
でください。 

循環水過昇防止装這 
(F I 表示） 

• お巧水か tffi 端に減かしたとさ 
♦据巧水力*循環しないとま 

ク 

- モニターサイン If i 表示 
- き®的にストーブ単牲おおに奶りか 
わる 

•ストーブをいったん消义しでお巧水 
過巧原因を取りおぎ、点义操作をし 
でください。 

• なおを異常びある巧含はお貢いホめ 
の販売巧にご相談ください。 

サポートヒータ過熱 
仿止装置 

• 循巧水び極鉛に碌かしたとま 
•お毋水力 4 宿巧しないとさ 

ク 

- サポートヒータへの巧巧を淳比 
(温度が下びると自動的に通巧を再胡） 

•運おをいったん厚止しで、曰巧の点 
検■寺入れ （24 ページ）をしでく 
ださい。 

♦ なおち異巧びある巧さはお質いホめ 
のお巧店にご巧族ください。 

^機巧サー S スタ 
( E 0 表示） 

• 巧流巧送巧がび異巧停止したとき 
• 巧流巧送風おのファン巧ードやスト 
—ブの前面びふさびったとき 
•ストーブの前面に巧 « 巧などびある 
とさ 

ク 

- モニターサイン f 日 1 表示 
- 自動的に消义 

• 原因を取0おいでからな义揉作をし 
でください。 

♦ なおちちちびある巧さはお貝いぶめ 
のお売店にご巧狡ください。 





点検‘ま入れは消乂を、ポット/トナびを却しでから、必す電源ブラクを〕ンじントから巧いでおこなつでください。 


讀《巧括めがが島働辜祭 IS 華曝おがにしな吟巧< お聲掠 




■ 点巧、手入れの必要頂 S 、 時期、ち法 M 


■周囲の巧燃物（使巧ごと） 

参注意 I スト_ブの周囲は、巧に sa •瓶をし、燃えやずいをのををかないでくださし、。 


■ほこり-ミ弓れ（使用ごと） 

•ほこりや汚れをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危巧です。 
ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 


■がちれ-油のたまり-巧のにじみ（使用ごと） 

•置台.油タンクに油ちれ.油のたまりやミおのにじみびないか、ときどき点巧しでください。 
又、給巧の際にこぼれた巧油は、よくふきとつでください。 


參巧をれのあるが食は、;據酿嫌難調!議攘按條環を侣奪帮穀寶辨 



■コ'ム製送油管の点巧-交換の§巧 (シーズン巧め） 

参主意 I ゴム》を巧管は、屋かで®巧しないで < ださい。 

屋外での®巧は禁止されでいます。 

•屋内でゴム製送巧管を使苗しでいるときは、膨酒、収縮、変賀、変形、ひび割れ力《ないか確認し、夕点のあるとさは 
交換しでください。 

交換の目安は、3年に一度です。 


■油タンク（シーズンのがめ、適時） 

•油タンク内はかやごみびたまりやすいをのでず。給油のとき、点検しでください。 

油タンク巧の水巧き及び掃除は、巧タンク1す罵の取扱説明書にがつでおこなつでください。 


■給が気筒の接続巧のゆるみ及びトップの周囲（ちに 1 回程度） 

•給が気茵及び、トップの罔囲に障害物び置いでないか、ときどき点検しでください。 

•おが気筒びつまりまずと、不完を燃焼をおこします。シーズン初めには必す点検し、くちび窠をつくつたり異物力 《 入 
つたりしでいるとさは、必す掃除しで<ださい。 



参お排気筒及び、排気管の接続部びはすれたり、が気管巧け検 
巧巧リード線がはすれたり、断線しでいないか点巧しでくだ 
さい。 

•お排気筒を一度取りはすしで、再び取り巧けるとき、が気管 
の接続部内部にはめこんである〇リングが破損しでいないか 
確かめでください。 


.! 賴廳議謙護誠 isi 

































■定巧面おのストレーナの巧な 饱時） 

•定'泊面器には、ごみを除くためのストレーナがついでいます。 

ごみがたまると、な巧の流れを妨げで、十分な义力び出なくなります。 
巧のよラに巧除しでください。 



前板 





1. 巧タンクの送巧八ルブを閉じでください。 

2. ストーブの前板を止めでいるねじ巧本）をはすし、前板の 
下側を引ぎ上げで、前に引いで取りはすしでください。 

3. 巧作部を在図のよラに、①操た部のを側をかし引き上げで、 
® 寺前にまねしで、開いてください。定巧面器びみえできま 
ず。 

んストレーナの ffl 除□に荷れなどの厚おを差しこんで、巧ガイ 
ドをたり、その下に容器を清いでストレーナの止めねじをゆ 
るめではずしてください。 

定巧面おの巧れたの油やごみびを部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出しで、きれいな巧油の中ですすぎ洗し、を 
しでください。（かで統わないでください。） 



■巧流用送風俄のフアンガードの掃な （巧に 1 回な上) 


を^^^^^^^^^ 


巧； 

11111 



フアンガード 


•フアン乃ードカぐごみやほこりで目ブまりずると、送風力がおくなりが気湿度力《上 
昇する原困になります。〔遇熱巧止装置（巧をサーモスタット）または機巧サー 
ミスタの働きで運起び侯止する巧をびありまず。）なの要領でストーブ裏面の 
ファンガードの捕除をおこなつでください。 

1. 運転を傳止し、巧流巧ち風機び止まつでいることを確認しでください。 

2 . 巧陈機などでファンガードについたほこりを取りおいでください。 













■ポットバーナの掃な（適時） 

•[? 注意 1巧巧は、ストーブを消义させ巧分お®しでから、おこなっでください。 

熱い状おでおこなラとやけどのおそれびありまず。 

参ポット/トナにすすびついて炎のおが不揃いになったときや、ポットパーナの底にすすやカスびたまりすぎで着乂び 
おそくなったときは、なのよラにしですすを取り除いでください。 



1.上面ガードをはすしで4本のねじをはすし、燃焼筒ふた押えを取つ 
で < ださい。 


2.燃焼筒ふたをはすしでください。 


3.スケルトンは中ふたに取り巧いでいます。スクルトンをガラス円筒 
にあでないよラにしで、取りはずしでください。 


4.燃焼リングをフレーム□ッドに当でないよラにを意しで左図のち向 
に燃焼リンクをまねし、おりだしでください。 


5.点义ヒータ、点乂ネットをいためないよラに、ポットノ\ーナ内部の 
ずすをドライバーなどでかき惹としでから、巧などでふきとつでく 
ださい。 



6.組立ての際、燃焼リンブは、左図のよラに正しく確実に巧り巧けで 
<ださい。 


か卜/仁ず、’が鱗なジ券を無巧！^^镜摄まずた、、顧 i 鄉!獲！戀議お：ドタザ/お溜護窠; i 璋難！議 Pi 

:韻携絲鑑離 S 纖議編識 fe く 磯薪热を.靖.謂^ 















































点検、ま入れの必要項目、時期、ちを 


■反をが-ガラス円筒の插巧饱時） 

隹 r ごま意1 »巧は、ストーブを消义させな分巧巧しでから、おこなつでください。 
熱いザ巧でおこなラとやけどのおそれびありまず。 


•反射板及びガラス円筒にほこりびたまりますと、反射効率び层くなるばかりでなく危おですので、巧の要領で適時掃 
除をしでほこりを取り除いでください。 




1. 前面ガードをろ側の固定ばねに個）からはすし左測にまわしで 
ください。 

2. ガラス巧茵を割らないよラじを意しで、》除機などで巧部のほこ 
りをきれいに掃おしでください。 

3. やわらかい巧などで、反射あ及びガラス円筒をきれいにおいでく 
ださい。 


4. 巧踪び終わりましたら、ちとどおりにたットしでください。 



■ガラス円筒內巧の»巧（适時） 

• 注意 I ホ巧は、ストーブを消义させ巧分巧®しでから、おこなってください。 

熱いが巧でおこなラとやけどのおそれびおりまず。 

参長期間の使用により巧ラス円茵びすすけでがび見えにくくなったときは、 22ぺ—ジ 「ポットパーナの巧除 J の項に 
したびい、スケルトンをはすしでガラス円筒を掃おしでください。 



■点义ヒータ-点义ネット-ノズルの点巧（シ-ズンの巧め） 

•点义ヒータや点义ネットにすすび巧ちしますと、巧熱びお下したり、油のひろびりが悪くなり、着义不良の原困(こな 
ります。 

参ノズルの巧端にすすび巧着しまずと、貴巧燃焼になったり、 S 乂不良や消乂時間び長くなる原因になります。 

シースン巧めには、必す点検しでください。 

点义ヒータ、点义ネット、ノズルの点検•巧巧は破損のないよラに注意しでおこなラ必要びありますので、必すお頁 
い巧めの販売店に巧療してください。 


■フレームロッド（燃焼制御装置）の点な（適時） 

•フレーム□ッドの先端にすすび巧篇したり、フレーム□ッドカず変形ずると、誤巧動の原因になりまず。 

すすの付着やフレーム□ッドのをおびある巧さは、必すお頁い求めの販売店に点検-交換を巧巧しでくださし、。 
















■循環がの補給（適時) 


補巧液 





W Jl! 




シスターンタンク巧の循環水は、かしすつ蒸発しますので、ときどき確認 
しで、循環かが不足しでいる場合は、そのつど規定か位まで床暖房専巧補 
巧液を補給しでください。 

•おか□扉を開さ、床暖房専巧補巧'液を上おかのまで追加しで < ださい。 

^配管などからの水ちれで補給する場合は、床暖房用循環液を入れで"! 

し < ださい。 J 


豁ぶ!*轉鴨望寧霄馨塔''' 謂龍麵麵發講 ' 瓦'も'.讚讀 Miiaif ' 

闻圓 iii 麵 IIP 補 iiliBWHlMP 
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■温水配管のがをれ巧認（適時） 

•ストーブ巧部や温か配管接続部分からかちれびないことを確認しでください。 


■化震などの災害び発生したときの点檢についで 

•地震などのお害び発をし、ストーブに振動や衝撃が如!わったときは、運起前に必す巧の点検をおこなっでください。 
•おが気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-巧油配管からのちれの確認 

点検で異常が見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


9.定期点巧 


長期間ご使用にな0ますと、ス I -ーブの点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーブン終了後などに、お買いあげ店又は、修理資格者〔（財）曰本石巧燃焼機器保巧協ミ （TEL 
の-% 99-2928) でおこなラな術管理講習ミ修了者（扫巧機器技術管理±)など〕のいる巧などじ点検の巧されることをお 
すすめしまず。 







■なのよラな現象は巧障ではありません。 

参修 a を依頼される前にちラー度お確かめください。 
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説 巧 
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時 
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乂 
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初めで使用するとぎ、煙やにおいがでる。 

耐巧蛋料やほこ0 び说けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしてください。 

すぐに点乂しない。 

そ新点乂ちすのためザ熱時 H び2分程ち必要でず。 

(予熟時間は室温により夕みを化します。） 

燃焼開始時や消义をに「ピチピチ」といラ音びする。 

本化巧がび熟により膨張、収おするためです。 

点义時にポンと音びする。 

魚义ずるときに発をする着义音で、異常ではありません。 


■使巧中に異常びありましたら、巧表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のわからないとさや、化涅のむすかしいとぎは、お賣いおめの販売店、またはおお < のコ□ナお客 











現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

去 

の 

他 

青炎のかに黄色い炎（ホ乂)び混じる。 

異常ではありません。 

給が気筒の先端から連続的に白煙び化る。 

が気温び低くなると、排気ガス中に含まれでいる水分び 
凝結しで水蒸気になるためで、異常燃焼じよる白煙では 
ありません。 

0油ぎれの際、一暖《び大さくなつで消义する。 

異常ではありません。 


様ご相談窓□にご連絡ください。 ；《^設定室温表示にモニターサインか>表示されます。 
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すすを取り蹄ぐ（敵売風こ懷辖を依頼する） 
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規定水巧まで褲巧液を入れ多 、 







温がお營夕つぶれを復ず e バルブを開く 








設を窒温、時刻などをなットし巧廈窃义操作をずる 
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リじットレ再度点火滤がをずる ：； 
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適正な位黄に取り巧讨福す、 
















■部品巧巧のとぎのを應 

ま意 I 不ちまな侵 g 、 巧!巧は盾巧でずので、 a 品の巧巧、拥运び必要の揉貪には、お質いず 
めの巧売店又は、修理資格香〔(お）曰本 S 巧燃巧が器な巧なをでおこなラ巧が管理講習を修了 
香（石巧が器巧術爸巧±)など）のいる版売店にご巧お< ださい。 


3品交巧はコロナ純正部品とご指定ください。 



12.保管 (長期間使巧しない場さ) 


設置したままで保管される場合やしまわれるときは、曰常の点検•ミ入れの項を参照し、巧の 
要領で保管して < ださい。 

■ま入れのしかた 

1 . 垃を意1 電巧ブラグを化すコンたントから巧いでください。 

2. 巧タンクのな油は、すっかり出しでください。中に水分やごみび巧ったままにしでおきまずと、莊タンクが腐食す 
る原因になりまず。 

3. 定油面器のストレーナをはずしで、水分やごみを陈き、定巧面器の中のなおを巧いでください。 

4. フアン巧ードのごみやほこりを取りおいでください。 

5. 前板をはすしで、巧徐機などで巧部のほこりを巧りおいでください。 

6. 塗装部分は、湿った巧でちれををとしでから、からぶきしでください。 

7. 燃焼室のサピなどがある巧をペーパーで磨き[補修巧の塗料」（別売品）で塗装しでください。 

■巧管方る 

1. きれいじなったら、乾巧した巧所に巧倒しにしないでおしまいください。 

2. 床暖の配管を接続したままで巧菅ずる場台は、上限水位まで满おしでおいでください。 

3. ストーブ巧の循環水を巧いで保管するおさは、エアー巧きバルブを開いでおき、エアー巧きパルプ配管巧もお燥さ 
せでください。 

4. 「取巧説明塞 J • 「工事説明さ J は、大切に保含しでください。 
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備考）.標準適室は、な回法人-曰本ガス石油磯器工業ミの賃定甚準によります。 
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おえ巧けや移動工事は販売店または、据えけけ業者に依頼し、お客様ご自身では巧ねないで<ださい。 


おえ巧け場所の選定及び標華おえ巧け例 


据え巧けについでは、乂災ず防条例、電気設備【こ関する按術基準などをちの冨準びあります。工事説明書（工事編）の 
「特にを意しでいただきたいこと（安をのために必すお守りください)」をお読みになり、販売店スは据え巧け業者とよ 
くご相談しでください。また、「標準据え巧け例 J についでは、下図を参照しでください。 


標準お无なけ例 


;慧麵 i おを敏巧借けない録潑烁趨磯|*|鉤01お U ： にしでく韓華蜡 
壽媒橫•葦入れのため、が鷄獅誠がこしでくださレ、；!:， 



100 cm む上 
遮熱板 I 




本体互定金具 


100 cm りす属、部品） 

社 \辟 


600 n が上 



出寸法11 cm 




•テレビやラジオから1 m が上離しでください。 

参側方障害物は、両側にあってちよいび給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm む上とっでください。 

•前ちにおや建物びある場合は給が気簡先端と前ち障害物との距雜は 60 cm 似上離し、かつ上ちおよび巧側ちに気流を 
阻止する障害物びないよラにしでください。 

参給が気筒下面は地面から 20 cm な上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給が気筒巧端び雪でふさびるおそ 
れのない高さを確保しで<ださい。 


! ♦ホ義の隸移!で冀にゾタル琴夕翠稱 I 


ヴ冰ぉ运スぉり、またな隸雜穩榮巧繁}^である據新に籍拼気筒を鑽すお«蘇^1: 
をれ為のを虜绩に接しないよう馬巧毅吹籍緣をしでください か： V 
M に巧覆あける场を、壁の肉都にあ菱電気致線•ガス-水道の黯篤に,あなをない鑽巧を溝んでくだまい。 



給排気筒を延長する場さのを意 


•給排気筒を延長する場合は、3 m 3巧びりむ下で取なけられる場所を選定しでください。 


積雪が区におけるま意 


•積雪の多い地ちでは、積雪時におが気筒び雪でふさびれないよラな取ほ場所を選定しでください。また、風びよどむ 
よラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こずことびあります。 


据えなけ後のお認 


据え巧けびおわ0ましたら、をラー度、工事説巧書（工事編）の r 特に注意していただぎたいこと（ま全のためじ必すお守 
りください）」をお読み(こなり、工事説明書に記載されでいるとおりおえがけられでいるかどラかを確認しでください。 





































































試運拉はお壳店又は据え巧け業きとごいっしよに必すおこなってください。 

■運拓巧備 

參 松ま意 I g 巧プラグをコンたントに巧のお巧まで宿実にさしこんでください。 
参莊タンクに給溢し、送お経 巧の 空気巧きをしでください。 

•を巧経巧やストーブより巧ちれびないか確認しでください。 

参 E 管途中にバルブなどびあるおさには、を開にしでください。 

•安を装西を t ットしでください。 

〔定巧面器リた、ジトレバー（黒色）を左ち向に止まるまで巧しでください。） 
•タイマー運乾になつでいませんか。 


■お環巧のお化方ま 

1 . 給が前にエアー巧きバルブびま閒になっていることをお認 
しでください。 

(ェ巧出荷持には開いであります。） 

必ずを開にしでください。 


2,ストーブを側面のかの計で、シスターンタンクの規定水位 
(上限水の）まで循巧あ（コ□ナ床暖房箱循環液）を入れで 
ください。 


3. 巧巧部の巧暖奶換スイッチを r ストーブ床暖房 J にたット 
しでください。 


4,揉巧部のサポートヒータスイッチを「入 J にしでください。 
循巧ポンプび運起を巧おします。 


5. 器具の左背面にある往きと戻り巧方の温水ジョイントのコ 
ックを「開」にしで<ださい。 

•2 回お E 管の场さは、項目5、6を1回おすつおこなって 
<ださい。 


6. シスターンタンクの水位び下びりおめますので上限水のま 
で循巧液を給水しでください。 

(シスターンタンクのが位び下がらなくなるまで給水を続 
けでください。） 



開のとき：溝び横 






















7. シスターンタンクの水位力ぐ F びらなくなったら循環液の給かは 
終了です。 

エアー 巧きバルブを「閱 J にしでください。 

• 循環ポンプの運転音び静かじなります。 

8. 温水配管路に、かちれのないことを確認しでください。 

♦ 運拉の途中で床暖パネル等に水ちれ力すあった場台は、操作部 
のサボートヒータスイッチを「の」にしで循環ポンプを停止 
させでください。 

9. 異窜のないことを確認したら完了ですので操作部のサポートヒ 
—タスイッチを「の」にして循環ポンプを停止させでください。 



エアー 旅ぎバルブ 
閱のとぎ 

こ画 

閉のとき：溝び縦 




■運振 

•運転は、ストーブ床暖房運転でおこない、正萬に運おすることを確かめでください。 


ロト^ブ添暖房逢叛] 


運転 
h 入.切 J 



1. 運転スイツチを押しで「入 J にしでください。 

• I ご注意 I 巧めでが@いになるとまは、が* ft を料などが'巧けて 
巧とまいびでます。巧をあけで部屋の巧気をしでください。 

•約3〜4分間のテ備燃焼び終わると本燃焼【このりかわ0ます。 

2. 温が配管経路(こ、かちれのないことをお詔しで<ださい。 


観 IS 議纖画麵顧懸化ミぶ議議 

/攀深おスイッチを撕レた:.細お障お运霖お草夕の巧紀を巧か憐霉鞋靖築:—;:’:;;'; 


3. 異常びなければ、义力調節つまみを「微か」〜 r 大 J に設定しで 
ください。 

しばらくしで巧暖ノ ネルび'暖かくなることを確認しでください。 
♦おのが態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ义）がまじつ 
でち異常ではありません。 


自動 寺動义力調節 

微少か 中 大 

•■■■■ル 

^ —— ^ \ - 

__ GD ^ 


4. 2回路配管 （2 部屋配管）の場合は A 回路-巨回路のそれぞれ、温水往き□•温水戻り□び間違いなく配管されでい 
ることを確認してください。 


■消义のま順 

スト苗殘瀬 i 覆ち碑 


運 ( 

I 入•减 



運拓スイツチを巧して「巧」にしでください。 

運拉ランプび消むしまず。 

燃焼室がお却すると自動的に燃焼巧送風機、巧流巧送風機、循環ポン 
プび停止し、時刻表示な外のすべでのランプび消なします。 
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を 巧る 
まお サービス t ンタ 
呈山営業 


を古屋巿港区入場 1-1 9日3 
ち古屋巿港居入頂 1-1 903 
静岡巧驗巧区窝仏つ- 15-30 
静岡巿驗巧区富化 2-15-30 
岐をあ六ま巧 2-7-8 
津巿离ま运 3-29-3 目 
ミ召ま市西おお 838-1 
岡が巿大平のお爺49 


巧 焉を巧 
王をサービスたンター 
が 爲東含 業 巧 
長お営窠所 
長野 サービス t ンター 
上越営第所 
松本ち業巧 


が坦巿巧ま坦 1-8-47 
吹旧市現を曲 1-8-47 
属化市ちまの1 -8-5 
を都巧げ見区け宙段ソ "1 原の 70- 
が戸市西弦巧ま 5- 132 
度根币正る寺の南化78 
福が山巿荒巧東の68 

広》巿を化巧区巧菌 3-27-20 
広島市を佐巧区巧固 3-27-20 
岡山巿辰己 35-1 03 
ホす巿目女美の 235-1 
周巧巿徳山字ーノ巧手563 1-4 


お岡巿博を区東比患 2-2-40 
福岡巿博夕区東比患 2-2-40 
北九州巧ル詹化屋愛君 2-6-4 
鹿巧島巿田上 7-16-5 
脂あホ尾ノ上 1-11-12 
長惊県西彼み郡時津町を底倒おの 74- 
宮巧巧器島 3-59-2 
大み巿云を 1-19-7 


ず巧営業所宜ぉ湾巧ぎ巧泊738 

シー サイド-バーク102 


青 森る，ち 
青巧サービスじン ター 
が担営業所 
が田サービスたンター 
八戸當業巧 
弘前営業所 
弘前サービスたン ター 
盛岡営業所 
菌岡サービスたンター 
水お営業所 

仙 お 去ち 
仙台 サービス じ ンター 
郡山営業所 
郡山サービス t ンター 
含津サービスセンター 
山お営業所 
山お サービスたンター 
巧 巧営業巧 


胃巧巧古 | g 1 Te じ-:38 
ち 森巧ろお1了目 12-3 日 
が苗巿泉ゃ巧4 了目 4- 18 
が坦巧》け§川五千刈 1 C 9-1 
A 戸巿売巧4了目 4-7 
な前巧坦国 1-2-1 
化前巿田围1 -2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡巿門 2-1-42 

奥州市水巧区水巧工業回が4 了目79 

1山台巿着お野区曰ノ出の1 -7-32 
仙扫巧宮城野区曰ノ出町1 -7-31 
郡山市ま巧 1-51-9 
5おずち_揖(打な《ま撫ろ秉 30-1 
ミ津若む巿巧苗の徳スす巧で元 885- 10 
山お巧東 g 西 3-6-2 目 
山お巿東巧拓 3-6-28 
酒曲市おの 1-1 目3-! 


東 巧ち 店 
黃が苗サービス它ン ター 
か戸含業巧 
干葉営業所 
大富窒業巧 
つくば営業所 
横 爲ま店 
立川営業戸斤 

甲巧営業巧 
甲府サービス t ンター 


東を都北区 S 島も 4-8 
乗京勘づヒ居さ*み 4-8 
水口市ち原の 653-2 
松口巿宮塚新宙 95-5 
さいたま市化区ちおの1 -332-6 
つくば市谷拓部 6788- 19 
お巧币口塚区居垣4 了目 7-1 3 
立 JII ホ西妙の 1-66-13 

山梨県中巨摩那昭がの西条2491 -2 
山梨県中臣摩卽昭巧の西を2491 -2 


化お巿白5区平和通16 了目南 1-1 9 
化お巿白5区ボ里3を2了目 6-25 
画お巧西倍巧の2 1-2 
陋" I 巿索怕; II 南1を2了目 2-5 
帯広巧西12菜南1了有 30-1 
飢路市巧担の 4- 17 
北見巧美巧の9- 1-30 


二条巿東新保 7-7 ~r9 日已 -8510 T 巨し (0256)32 — 2111(大巧表) 

柏1奇市宝町2-已8 で94已 —081 7 TE し (0257)23 — 己175(すち表） 

長岡巿下条の倉ノ满1069干 940- 1146 TEL(0258)22 — 2121 ( げ表） 


株なをな 30 • 


デの 0-0946 TEL の7巧7が-の55(化表 ）戶 AX の1 7)742-8275 
〒日3日-0946 TEL の 17)743— 2971(け表） FAX (017)743~1 118 
干01 0-0917 TELCOl 8)864-5671 (け表） FAX (018)864-8468 
干010 -0802 TEL の 18)864— 5219(け表） FAX (018)864-5760 
〒〇3 1-0073 TEUCn 78)24-5289( げ表） FAX (0 1 78)45-4290 
〒の目-8086 TEL (0172)28-391 0(巧表） FAX (0172)28-0191 
〒〇 36-8086 TEL の 172)2 日—4770(が表） FAX (0 1 72)29-1 133 
干020 -0823 TEL (019)622-4791 (げき） FAX (019)622-5244 
〒〇 20-0823 TEL (019)6 日4-の81(げ表） FAX (0 1 9)604-0283 
干 023-0002 TEL の 197)22— 4155(代表） FAX (0197)22-4452 

干 983-0035 TEL (022 に 35-318 U 代表） FAX (022)236-881 0 
干 983-0035 TEL (022)783-1791( ft 表） FAX (022)783-1 792 
干 963-8033 T 巨1_の24)の 8-2240( 巧表） FAX (024)938-302 1 
干 963-01 11 TEL (024)9 が一が54(げき ） FAX (024) 946 -76 51 
于 965-0 日43 TEL (0242)26-321 1(げき） FAX (0242)26-32 16 

干 990-2423 TEL (023)642-3255( け表） FAX (023)642-3254 
テ 990-2423 TEL (023)631-7381 (け表） FAX (の 3)631 -739 1 
_千 998-0103 TEL の 234)31-0 己71(げ表） _ FAX (0234)3 l -0581 

干り 4-0003 761(03)3927-1 151(が表） FAX (03)3927-1 160 
テ1 14-0003 TELr 03)3911-1 ! 31(け表） FAX (03)3927-1 じ0 
千31 0-0852 TEL か巧に41-2172^げ表） FAX (029) 241 -4268 
干 270-2222 TE しく 〇 4 7)3じ-8330が表） FAX (047)312-8338 
干331 -08 り TEL ミ 048)651 -1231 くげ表） FAX (048)651-3370 
干 3 〇 5 ,〇 861 TEL わ29お39-532日如勤 FAX (029)836-191 3 
〒2化-0063 TE しの 45)852 -4008(代勤 FAX (04 日)8日2—日54日 
〒1 90-0034 TEL の 42)531 -6771 (け表） FAX (042)53 l -0496 

干 409- 3日66 TEL (055)268-1 日67 くげ勤 FAX (055)268- 1569 
干 409-3 扫目6 TEL の日日た 68- 1日6お巧表） FAX (055)268** 1571 

干 370-0007 TEL (027)361 -4806(がを） FAX (027)361 -9139 
干 370-0007 TEU 027)363 -8955が表） FAX (02 7)364-3228 
干 32 1-〇 93 3 TEU 。 2 が esg - STOS "ザ表） FAX (028)632-5205 
干32 1-0933 TEL の2が632 -5 180如動 FAX (028)610-4607 
テ 373-0 の5 TEL の27目)33 —65 71(巧表） FAX (02 76)38- 5508 

〒お日- OS6 4 TEL (0 2 5 目)3 2 - 212 6が表） FAX (0256)35-85 ig 
干9巧-〇 8 目 4 TEL 化 25 目た 2 -2 129 柏表） FAX (0256)32-2137 
テ化〇-〇お 5 TEL ;0 2 5) 2 86-9 1 3 1 が表） FAX (025)286-331 3 
干38 1-0 日22 TE しか26に21 -51 11お表） FAX (026)221-0039 
モ381 -0022 TEL の26に21 -2304 くげ表） FAX (026)22 1 —T 039 
干 944-0 D 01 了£1_か25日)73-7511(巧表） FAX (02 55)72- 5696 
T 399-0033 TEL か263に 6-0051( 代表） FAX (0263)25-9961 

干 920-0 日27 TE しの76に 60-0 日67(け表） FAX (076)2 eo -0775 
干 920-00 の TEL ; Cl 7 6) 2 60-0038 が表） FAX (076)260-0738 
干 930-09 日5 TEL た 76)444-0567 か i 勤 FAX (076 H 44-061 1 
干91 8-8237 下£しの77日)23-0が7如^^表）_ FAX (0776)23 —日5呂〇 

で4日日，0803 TEU ；052)383-3330 (け表 ） FAX の 52)381- 1266 
〒が 5-0 目03 TEU 052)384— 5670(け表 ） FAX の 52)381 -5244 
テ 422-8034 TEU 054)238-0005 (代表 ） FAX く 054)238— 000日 
〒422•如34 TEL (054)238-0016 a - ea ) FAX (054) 238 -0822 
で己 00-83 日8 TEL (058 に6目-75日5(け表） FAX の5目で 68- 7550 
〒514-0目19 TEU 059)234 - 847 U 代表 ） FAX の 59)234 -扫472 
〒41 0-0303 TELf 055)968-621 0(代表 ） FAX り 55)968— 6212 
_ T 444-000 7 TEL わ 564)2 日-0275的表） — FAX わ5日 4)25— 1726 

〒日 64-0044 TE しく 06)6380-21 11が表 ） FAX の 6)6386- 7262 
干 564-0044 下£し(06う日386-5670(げ表） FAX (0656386-5588 

X 760-0078 下£1_(08の835-1711(げ表） FAX (087)835_0160 

干61 2-841 4 TEL (075)643— 2002(代表） FAX (075)643-0870 

〒651-2133 TEL (078)922-243 U げ表） FAX (078) S 22— 2438 
デ己 22-0024 TEL (0749)24-6239 (代表 ） FAX の 749)26—21 1日 

〒620-0061 T 巨 L (0773)22 —0827が表 ） FAX の 773) の-巧92 

干731 -01 38 下巨し(0目2)871-3310(巧表） FAX (082)871-3306 

〒73 1 -0138 下巨1_(0日 2 )8 7 1—33 1 5が表） FAX (082) S 71 -0272 

干 700-0976 TEU 086 に 43—7751 的表 ） FAX か865243 -7 191 
〒683-0035 TEL (0859)33-81 57(け表 ） FAX く0859 )23-0709 
〒 745-08 日2 TEL (0834 た2-日日日7(代表 ） FAX れ834522 —5589 

干 812-0007 T 巨 L (092)474— 5771(巧表） FAX (092)4?4-5775 
〒扫じ-0007 TEL (092)474—6001( け表） FAX (092)474-641 4 

〒扫 03-0828 TEL の 93)592— 8611がま） FAX わ93 5目2—目が6 
干 890-0034 TEL (099)281- 1321 ( f-tHS FAX (099)281- 1252 
-862-0913 TEL (096)367-73 日 U け表 ） FAX の 96)3 巨9-目323 
1 テ日 51-2106 TEL (095) e 82-7710(^ ta ) FAX の 95)832— 7767 
干 880-0032 TEL (0985)29 -1 680(^ i:llS FAX ^098 己) 25— 0扫85 
-870-0108 TEU 097)523-516 U 叶:教 FAX の 97)523— 5162 

モ901 -2227 TEL (098) 日 97-5677( ザ表） FAX (098)897-5679 


東北地区 

関東地区 

信越* 

化陸地区 

東ミ毎地区 

近畿- 
四国地区 

中国地区 
九州地区 

沖縄地区 


FAX の1 1)863-3154 
FAX か1 1)871 -2000 
FAX の 138)46- 6080 
FAX (01 66)37-2338 
FAX (0155)35-7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX の 157)26—2107 


-003-0028 
〒〇 03-0675 
干041,0824 
干 078-8262 

干080 -0022 

〒〇 85-0038 
T 090-0064 


TE し (01 1 )864— 04斗0(げ表) 
TEL ;011)879-21 21(巧表) 
TEUo 1 38)48-6070( げ表) 
TEL の16巧 37— 2330が表) 
下 EL 01的 35-75 18的表) 
TEL (0154^4-4191 が表) 
TEL (0157)26-2103 f 巧表) 


化海道地区 


01036002 



修理サービスや製品についでのごす目談は機種咨をご確認の上、お買いあばの 
販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご乾居やご贈営品などでお困0の場含は、下記のお近くの窓□にご相談くださし、。 

名称、巧を地、電話番号は、変重する場含びありますのでご：？承ください。 
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